
なでしこ
機関誌「なでしこ」は尼崎市内各地域で青少年の健全育成を見
守る少年補導委員による情報誌です。
「なでしこ」の花言葉は「注意する・さとす」です。
子どもの頭を撫でながらさとしてもらいたいという願いを込め
ています。
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『令和８年度尼崎市少年補導委員連
絡協議会総会』が５月２７日（水）に、
尼崎市教育・障害福祉センターで開催
されました。
当日は、天気の悪い中、１１０名以
上の方が参加され、無事終了すること
ができました。
総会終了後に行われた体験発表会で
は、立花地区、園田地区、武庫地区の
報告者の方が、補導委員としての活動
に対する思いをお話しされました。

この度は、補導委員の皆様におかれましては、委嘱をお受けいただき誠にありがと
うございます。警察、学校関係機関の皆様、いつも私達の活動にご理解、ご協力いた
だき感謝しております。ありがとうございます。5月27日の尼崎市少年補導委員連絡
協議会総会において、令和8年度の尼崎市の会長のご承認をいただきました後藤田
万亀（ごとうだ まき）と申します。よろしくお願いいたします。
コロナ以降、ここ何年間で時代にあった補導活動に少しずつですが変更させていた
だいております。今年度におきましては、名称を「尼っ子みまもりたい」
と変更させていただく事になりました。活動も非行化防止だけではなく、
子どもの見守りも行なってまいります。活動の形は少し変わりますが、
地域の子ども達は地域で見守り、育てるという根本は変わりません。
1人の補導委員さんがたくさん担うのではなく、1人でも多くのかた
のお力をお借りして、安心安全な補導活動を行なってまいりたいと考え
ております。今後とも、尼崎の子ども達のためにご理解、ご協力をよろ
しくお願いいたします。

尼崎市少年補導委員連絡協議会総会が開催されました。

尼崎市少年補導委員連絡協議会新会長就任

よろしくお願いします ありがとうございました
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人事異動



中央地区 大庄地区
先日 小さな体に大きなラ
ンドセルを背負って下校し
てる新一年生を見かけまし
た。
「お帰り」と声掛けると
真っ赤な顔して「ただい
まー」と疲れた顔。その表
情がとても可愛くて笑顔を
頂きました。新学期も始ま
り、楽しみや不安も抱えて
いると思います。何気ない
声掛けで みんな、笑顔に
なれる見守り活動をして行
こうと思います。

武庫地区
春休みも終わり、新学
期がスタートしました。
夜間補導での事、男子中
学生２名と、別グループ
で中学生かなぁ？女子３
名、男子２名の計７名に
出会いました。早く帰る
よう声掛けし、次の公園
のパトロールに行き何事
もなく夜間補導を終えま
した。

コラム 編集後記

園田地区
阪急塚口周辺での大
規模補導に参加し、初
めての巡回ルートを経
験しました。公園ごと
に子どもの数に違いが
あり、きれいに整備さ
れた場所ほど多く集ま
る傾向を感じました。
挨拶で声をかける前
に子どもたちから元気
に声をかけてくれ、地
域の明るさを感じまし
た。見守りの大切さを
改めて認識しました。

立花地区

地区内の各所で、大き
な造成工事がはじまり工
事車両が行き交うため、
下校時の見守りを強化し
ています。
また道路整備工事も多
く、そのため通学路が
度々変更される学校もあ
るので、出来るだけ情報
共有できるよう気をつけ
ています。
高架下に、寝ている
ホームレスらしき人を確
認したので、その後の動
向を注視しています。

小田地区

県下一斉合同補導に参
加し、警察や関係機関の
方々と巡回活動を行いま
した。商業施設内のゲー
ムセンター、広場など子
ども達が集まりやすい場
所を中心に見回りを実施
しました。問題行動は見
られませんでしたが、引
き続き見守る大切さを感
じました。
暖かくなり各地域で

は色々な催し物、お祭り
が行われ楽しく賑わって
います。このようにあた
たかい雰囲気の中で子ど
もたちが安心して過ごせ
るよう環境づくりに努め
ていきたいと思います。

青少年健全育成・非行化防止標語募集中

テーマ ：青少年の健全育成を願い、非行
のない明るい社会を目指すもの

応募資格：市内に在住・在勤・在学のいず
れかに該当する方

応募期間：令和８年６月１日（月）から
          令和８年６月３０日（火）まで

詳しくは社会教育課のホームページをご覧
ください

私は補導委員としてまだ
浅く手探りの中、先生や先
輩方に支えられ、丸2年が
過ぎました。この場をお借
りして感謝申し上げます。
近所では外国の方が増え、
言葉やマナーの違いに戸惑
うこともあり、地域として
も対応の工夫が必要な場面
があります。子ども達も目
に見える非行もですが、子
どもやお友達を見てるとス
マホやオンライン上など見
えにくい面にも懸念があり、
気にしています。今後も皆
さまと地域と共に見守って
いきたいと思います。

～各地区の活動報告から～

最近、自転車が話題になることが多
い。乗り方を特に意識することもなく
気軽に乗っていました。
子供たちは学校で教えてもらってい

るのでしょう、ヘルメット着用もよく
見かけるようになりました。
今日は雨、自転車で出かけたかった

けれども歩くことにしました。
子供のお手本になれるように気を引

き締めたいと思います。
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